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会長挨拶

引き続き、よろしくお願いします

皆さん、こんにちは。この原稿を書いて

いるのは 2月 末で、新執行部が発足して 9

カ月が過ぎました。もう 5月 の定時総会を

考える時期になり、時間の経過の早さに驚

きを感じています。

お陰様で、今年度の事業はほぼ計画通 り

に消化が進んでいます。謹んで皆様のご理

解とご協力に感謝いたします。

また、執行部、事務局を含め一生懸命に

会務にはげんでいます。現在は、年度末で

業務が多忙な中にもかかわらず、今年度の

事業総括や次年度に向けて計画を練つてい

るところです。是非とも褒めてあげてくだ

さい。

今年度は計画した 2回の業務研修会開催

の他、知名度向上と社会貢献としての無料

相談会の実施、絵本の配布に琉球国之図と

伊能図の展示会の共催など多々の事業があ

りました。

その他、急返 2回の研修会を実施し、 10

月の 「沖縄の地籍調査の変遷」では当会の

諸先輩方の戦前戦後の貴重なお話しが聞け

ました。 1月 の前公証人の新井克美先生の

「境界について」はユーモアを含めて、司法・

行政・立法の各機関を律l経験されたお話し

と当会顧問弁護士の平良卓也先生の 「境界

確定訴訟事例等について」は境界確定訴訟

実状をお聞きできてこちらも貴重な内容で

した。

久 高 乗 一

次年度においても皆さんの意見も取 り入

れつつ事業を計画していきます。会では年

に4回の理事会と 5回の常任理事会を開い

ております。構成員の理事は各支部より推

薦で出ていますので、執行部へご意見等の

際にはご活用をお願いします。

近々の報告として、第42回沖縄桐友会で

は法務局より当会や司法書士会を含めた実

務の打ち合わせを持ちましょうとの申出が

ありました。当会も実務が円滑に進むよう

対応します。

加えて、 4月 より消費税額が 8%に上が

りますので、連合会の請求書と領収書の新

しい様式を用意します①各自事務局にてご

購入されますよう、お願いします。

昨年、土地家屋調査士の日の 7月 31日 に

実施しました当会主催の 「土地の境界 トラ

ブル相談会」について、今年も昨年同様の

実施で 3月 の第 2回支部長会議で各支部長

へ呼び掛けます。

さて、 ご存じの通り連合会も新体制でス
ター トしました。定時総会、 2回の全国会

長会議にも初めて出席しました。毎回の提

示される事業内容と資料の多さにびっくり

させられます。また、会議中の各会会長の

皆さんも積極的に質問や意見を述べ、熱意

が伝わってきます。私も、皆さんへ内容を

お伝えできるように努めております。

今のところの連絡事項は調査測量実施要
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領の追録の 「筆界特定制度」 と「ADR」

の分野が加わり年度内に配布することや今

年 10月 から始まるオンライン申請の電子証

明書の更新の手続きなどの周知の事項があ

りました。改訂を予定しています規則第98

条の不動産調査報告書については時期が定

まっていません。決まり次第に対応します。

また、当会も含め 8県で構成されます九州

ブロック協議会は10月 に各部担当者会同、

2月 に新人研修が共に今年度当番会の所在

する佐賀県で行われました。各部担当者会

同は 6部門開催し、当会の副会長や各部の

部長、理事も出席されて活発な意見交換が

行われました。内容については当会のホー

/ヤ化
とフ/´しЭ

堕 っ

ムページに貼付していますので、そちらを

ご覧になってください。

新人研修の方は九州八県で40名、当会か

ら 1名が参加し、 3日 間で研修や交流を含

めて得るものが多かったようです。

次年度の計画案も会長会議で計画し定時

総会に諮 りますが、今年もゴルフ大会を含

めてご協力の方をお願いします。

5月 23日 の第50回定時総会まで 2カ 月余

り、執行部はそれに向けて頑張つています。

当日は会の発展のため、皆さんのご質

問、ご意見を賜りますので宜しくお願いし

ます。
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琉球国之図と完全復元
ヱ
机能図泌ロテ展!

日 平成25年 H月 6日 (水)～
所 沖縄県立武道館アリーナ棟

フロア展会場の様子

平成12年 の 「伊能ウオークと伊能図展」以

来の今回のフロア展は、主催の琉球新報社

がallTJ120周 年を記念して、開催されました。

アメリカ議会図書館で発見された伊能図

も合わせて全図がそろい、琉球国之図も含

めると47都道府県の古地図がそろったはじ

めての展示会で、フロア展の目玉は尚財団

(琉球王朝時代の尚家の個人遺産を管理 )

が所有する「琉球国之図」が、一般初公開

された事にあります。

沖縄県民も存在を知らない方が多い、門

外不出の日本国宝級の古地図を忠実に再現

した原寸大複製図 (撮影禁止)と伊能大図

と同縮尺に拡大されたフロア図が展示され

ました。
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本島の地図が展示され来客者が集中しました

当会も共催としての出来る関わりを主催

者の担当者と打合せ、新聞の 「琉球国之図

展と完全復元伊能図フロア展」の開催と特

集記事の下の名刺広告を載せていただけな

いかとの要望があり、枠サイズが縦 5。 6セ

ンチ×横2.3セ ンチでチケット10枚がつい

て1万 円で募集したところ82名 の会員に賛

同頂きました。

11月 4日 (月 )には会場の設営があり5

名の会員が参加、事前に実行委員の説明を

受け、会場に横付けされたとトラックのコ

ンテナから荷物を下ろし、会場設営の展開

図をもとに、最初にエリア毎に色分けされた

伊能大図をフロアに展開し、中図 。小図や展

示パネルなどを設置、4時間弱の作業でした。
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宣保光明先生は 2日間 |こわたり琉球国之図の担当ヌ
タッフとして活躍されました。

期間中の 8日 (金)か ら11日 (月 )には
2名～ 3名 の会員が運営スタッフとして参

加、来客者へ 「お 。も・て 。な 。し」をし

て頂きました。

9日 (土)10日 (日 )には、会場内の舞
台にて 「歩いてキョリ当てゲーム大会」を

行いました。

のぼりを揚げ、横断幕を張り、スタッフ

はハッピを着て、マイクで会場内の来客者

イこ「伊能忠敬の歩幅は69cmで した。貴方の

歩幅でキョリを当てるどなたでも参加いた

だける簡単なゲームです。参加賞の景品も

あります。」 と呼びかけながらのイベント

で、開場が10時でしたので、 1回 目をH時
に開催したところ46名の方が舞台にあがっ

てきて、スタッフ全員初めての事でしたの

で予想以上の人数に驚きながらも、スタン

バイした持ち場では考える間もなく、冷や

汗をかきなが ら20分程で 1回 目を無事終

了、200個程用意した景品でしたが、足 り

なくなるのが確実になり、 2回 日午後 1時
のゲーム開催の間に100個 ほど景品を調達

して対応、参加賞の景品と一緒に土地家屋

調査士のリーフレットも配布しながら全員

の競技が終わると正解キョリを発表、キョ

リが±30cmの方はピタリ賞としてさらに景

品を進呈するという進行で、最終午後 5時

の開催まで 1時間ごとにゲームを行い、こ

の日の入場者が1300人程でゲームに参加

した人数が259名 でした。ゲーム 2日 目は

1700名 の入場者に、前 日と同じ6ゲームを

行い参加者が363名 と大盛況にゲーム大会

は終了しました。

6日 間にわたり開催されたフロア展には

合計5000人余りの入場者があり、最終日の

11日 (月 )は午後 6時の終了と同時に今度
は撤去作業が行われ、彗会からも14名 の会

員が参加して、 トラックのコンテナヘ資材
を運び、次回、鹿児島県指宿市で開催され

るトラックを見送るかたちで、 1時間30分
程の作業は終了、主催者側からは感謝の言

葉を頂きフロア展の全日程が終了しました。

ゴール地点

最後に、会員の皆様・本会事務局・公嘱

協会事務局の皆様には広告や現地動員を含

めて多大なご協力いただきまして誠にあり

がとうございました。

1 文面の多くは連合会会報 「土地家屋調査士」 1 1
1 月号 (NO.684)への投稿文を引用、「我が会の会員 |

1 自慢」では中部支部の花城康喜会員を紹介してい |

| ますので併せてご確認ください。         |

初日の運営ヌタッフ

佐とぉ |゛ ふf

ヌタート地点
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沖縄県と言えば、尖閣諸島や米軍基地の

問題がいつもマスコミ等で話題にな りま

す。中国の皇帝が琉球と命名した琉球王国

が終焉し、 日本固有の領土となったのは、

今か ら135年前の明治 12年 の時です。明治

政府は強引に琉球を処分し沖縄県として位

置付けられました。

405年前に薩摩軍に攻略されるまでは、

自由のきく王様がいる独立国家でした。日

本国の領土でもない、中国の国の領土でも

ない、独立した琉球王国は450年間続きま

した。その間、薩摩に268年 間支配されて

いたが 日本国民ではなく、琉球国民でし

た。 日本国民になって135年 目になります

が、その間の27年間は米国支配下でありま

す。今日まで日本国民として生活した期間

は、わずか108年間で歴史的に非常に浅い。

日本国民の安全を守るための米軍基地

は、狭い沖縄県に面積にして74%も存在し

ています。74%の 中で 5%に相当する普天

間飛行場海兵隊だけでも県外に移転できず

沖縄県に押しつけている現状で県民は猛反

発しています。

沖縄県の領海の面積は、 日本で一番広く
海洋資源も豊富に存在しています。

中国の国の陸地の石油は不純物が多く、

コス トが高くつく上、有限である。しかし

沖縄県の尖閣諸島近海の油田は、純度が高

く最高の石油であり、良質無限なので中国

那覇支きБ お  夕II 清  康

の国が欲 しがるのも無理はないと思いま

す。尖閣列島の東シナ海の海底資源は油田

だけでなく、 レアメタルやレアアースも良
質で無限であると、琉球大学の木村名誉教

授は新聞等で発表しています。

これらの資源は、沖縄 トラフ (琉球列島

のヘッコミ)の地下の膨大な熱源のおかげ

であると言われています。

沖縄県の経済の収入を見ると、米軍基地

収入はわずか 5%で、観光収入は 2倍の
11%である。基地を半分以下に減らして産

業収入を上げるのが得策であることは、わ

か り切っていますが日本政府は理解不足

で、現状を知らなすぎます。

沖縄県民 1人当たりの所得は全国で最低

位、学力も最低位、自慢出来るのは、海の

自然の豊かさと琉球王国時代の文化遺産で

す。沖縄県は異文化が発達していて良いと

ころですので皆さん遊びに来て下さい。沖

縄県知事にかわり沖縄観光をPRします。
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ぎ   鴬絲

1.は じめに

昭和45年頃、日本復帰直前に土地賃貸契

約で開発業者が土地をまとめて、開発行為

住宅地造成により、建売した地区内で土地

を貸している関係地権者が事務所を訪ねて

きて、土地分筆 。地目変更登記手続を急ざ

進めてほしい旨の申し出を受けました。急

く
ヾ
事情を聴 くと地権者の皆さんは経年に

よって高齢化とすでに世代交代して、土地

の相続手続き中の方もいる。しかしながら

住宅団地内の土地は、当時はカヤ刈 り地を

放置状態となり、少しでも現金収入があれ

ばと思い集団で開発業者に土地を貸した事

で、開発業者は自由に里道等、土地の筆界

も考慮することなく、重機で敷均して一筆

の土地に数戸の住宅及び道路を画地して建

売住宅地を建てて売却されている。その土

地は分筆・地目変更等の登記手続きも放

置、つまり未登記となっている。今後は各

地権者も相続手続が必要となるが、相続税

の支払い等土地の筆界の明確化しないと土

地の処分もできなくなっている。今回は相

続税の発生でこの土地の処分の問題がある

と判ったので、まず、分筆 。地目変更等を

速やかに取り組みたい旨の説明である。

2.団地自治会及び住民説明会
当該開発行為に参加した地権者の数人と

分筆・地目変更等の全記受委託契約を締結

刀Б覇支吝Б 宜 保 九 明

し、現地調査、関係資料の収集を開始し道

づくりに着手しました。まず、開発業者の

経緯を調査すると開発業者は開発造成後に

まもなく廃業して、土地の賃貸料はこの地

域の世話人が代役で、地権者に賃貸料をま

とめて徴収し納めていることであり当時開発

に係わった業者関係者は不明となっている。

この地区は昭和39年に琉球政府の土地調

査事務所で地籍調査済みであり地図は法 14

条として認証されていることから登記所で

地図・土地・建物登記簿、要約書、地籍測

量図、建物平面図等を収集、同時に市役所

に出向き、土地利用の調査のために課税証

明書も収集して団地自治会説明会に備えた。

団地自治会長に面談、土地調査の件を説

明し団地住民にご理解をお願いすると自治

会及び住民説明会の開催することで調整す

る。すく
｀
役員会を開催して調査主旨説明を

求められて事情を説明しました。役員会と

しては自治会事務所は小さく住民全員を収

集は不可、したがって重要な案件ですから

各戸訪問して詳しく説明し理解を得られた

い旨でありました。直に各戸訪問し理解を

求めた結果、多くの住民要望が提起されま

した。要望事項は次のとおり要約すること

ができます。

① 当該団地は、急傾斜地の丘陸地の山林、
原野、畑等を整地、段々状に住宅を配

置、石積みも多く最小の道路はあるが

続・私の道づくり4
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②

③

広場 。公園等の公共施設も当初からつ

くられていない、 これらの実態調査と
いうことか、また、里道・排水路も付

け替えもされない状況です、各戸で土

地の譲渡を願うものはいないよ、どう

考えていいのかと逆に質問されること

が多くある。

調査・測量作業は、各戸の屋敷内に

入って花鉢、千し物棒等を動かすこと

もあるでしょう、望遠鏡で家内奥まで

覗き込むことがあっては困る。プライ

バシーは守れない。

宅地面積の変更を考えているのか、面

積は建売契約時に画地測量によって決

定、これに基づいてこれまで賃貸料を

支払つている。今回の分筆登記に当

たって地籍の食い違うことが示される

が責任を負うのか等の諸問題点が提起

されて、地権者とも協議して解決策を

提示しました。

これらの提示に、土地利用の実態調

査ではなく、地権者の土地の相続手続

で皆さんが住んでいる各戸の土地分

筆、地目変更等の登記手続きを目的と

する調査、測量であり各戸の申し出に

基づき各戸毎に土地を売却処分を考え

ている、また、道路も公衆用道路とし

て地目を変更し、各戸の建替、増改築

にも配慮していきたい、ご理解をお願

いします。

なお調査、測量作業については事前

に各戸の都合に配慮し、お仕事の休日

等をうまく使って作業を遂行し、宅地

面積の食い違いは、やっぱり分筆登記

手続きで地籍測量図を作成し、誰が調

査測量をしても登記所に公示されて今

後の不動産の取引にも活用されること

になるのでご理解をお願いします等と

説明して、地域全林が調査、測量作業

に協力することとなりました。だが、

里道・排水路等長狭物行政財産の件に

ついては、地権者とは別に各戸で手続

して、財産譲渡になると説明し一応理

解を求めたが誰も申請を求めてくるも

のは無く開発業者が放置したこれらの

手続は今後の自治会にゆだねることと

なった。

以上、説明会を終えて、三角基準点

より測量を開始しました。

3.立会証明書作成の苦労

当該団地内の地権者の面々は、お互い

様 という感 じで筆界復元 した境界につい

て、早々とご理解を得 られまして、立会証

明書の作成はスムーズに進めることができ

ました。しかしながら、団地に相隣接する

地権者を現場にたち合わせることは非常に

時間を要しました。例えば、地権者が不存

在、つまり戸籍上は記名されているが当年

約130歳 にもなる実在 しない、調査を進め

てみると戦前に南米に移住して戦後は音信

が無く、屋敷等土地は血縁関係者が税を納

め管理していることからその土地管理者に

立ち会ってもらう等、わずらわしい手続き

が続くことになる。また国頭村、名護市等

遠隔地に居住する地権者にも手紙を送付、

TELを 持って連絡してもらう等、わざわ
ざ現場に足を運んでもらい一人ずつ立会証

明書の作成となったのであります。さらに

困つた事は、遠隔地に居住し、一度は土地

の整地を行い移住を考えていた地権者もい

て、地籍測量図を作成したが未登記で現場
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に筆界杭見当たらず、今回筆界復元の筆界

標について現場で承認するといいながら、

署名、捺印を保留して帰宅、その後はTE
Lにより筆界杭を約 15mを 相手側に寄せ
るならば、立会証明書にサインをすると連

絡をしてきたのである。これについては現

場で筆界杭を捜す等の作業をしたが筆界杭

の削減も考えられることから、念には念を

入れて調査測量して、筆界杭を設置してさ

らに立会いを求めた。一応立ち会いに際し

現場写真等も検証してもらい、逆に筆界の

地物を示すよう要求して冷却期間を設けた。

その結果、約 3ヶ 月後 TELが あって、
立会い証明書の作成に応じてもらい、次の

ステップに進むことができました。

4.筆界杭の消滅で トラブル
「杭を残して、悔いをのこさず」といわ

れます。けれども、土地家屋調査士に求め

る言葉でしょう。

近年は、座標法に基づき、分筆登記にお

ける地籍測量図は作成に当たって「法務局

土地建物実地調査要領」、不動産登記令、

不動産登記規則等で定めるほか、この要領

により取り扱うこととされており、昔のや

り方で「前ど―い」のままで境界標等の設置

を繰り返してはならず、改善を要すること

も必要でしよう。今回当該地区における地

籍測量図作成時に表示されている筆界杭は

現場で消滅している標示杭もみられる。相

隣接する地権者が渋るのもこの消滅により

トラブルが発生したものではないかと思っ

ています。なぜ消滅してしまったのかにつ

いて考えられることは、木杭は食虫害、腐

食に弱い。ペンキは汚れた地物に塗って雨

水等で流される。鉄鋲は隙間さび、塩害、

電食、混地に弱い。核みは核みがあさく風

化で判別 しにくいしペシキは流されてな

い。プラスチック杭は仮杭的に設置して抜

けやすく動いてしまう等が考えられるので

筆界杭の材質も考慮して地積測量図に記載

することが出来る永続性のある境界杭を設

置しなければならず、言い訳して、仮杭的

に境界標を設置し、「工事等も予定は未定

で決定ならず」と云われており注意を要す

ると思つています。ちなみに私の場合は、

調査士マーク入りの、同製品であるものを、

安価で仕入れすることが出来るので、努め

てマーク入 りを使用している。

5.当該住宅団地の課題

米国民政府時代の琉球政府は他府県並の

法体形をもち得ず、政治、行政、経済等混

乱続く時代の住宅団地形成の開発行為は、

他府県の大手開発業者がつけ込み、優良住

宅が形成されたとは云えず、むしろ多くの

課題を残していると思われる。

例えば、道路綱は袋路の回転広場は無い。

急坂で道路構造令に合致しない状況も見 ら

れる。児童公園、広場の無配置、ガケ地指

定の可地区住宅配置、雨水排水処理施設の

不備等余りにも基本的な整備はされなかっ

たことは今後この団地で暮らすことに嫌気

も感じられることではないかと思う。同時

に里道、排水路等の付け替えも未登記であ

り、自治体行政の手助けを必要としている

と思っている。里道、排水路等の無番地に

住宅が建築されても自治体は課税すること

は困難でありここでも自治体土地行政の遅

れは、住民生活にも不安を残していること

は充分に認識しなければならないのではな

いかと思っている。今回、地権者の相続税
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の件でやむを得ず土地分筆、地目変更等の

登記手続きを実施することになっても、以

前として自治体土地行政関係者は、筆界確

認協議で終わり、里道、排水路等の長狭物

行政財産は前ど―い残されることとなって

いる。いわゆる地権者でありながら、不便

に思っている住民が付替え申請を待つ土地

行政では、社会・経済活動は制限される始

末である。また、住民にも手続きをしては

どうですかと話しかけても、経費のかかる

予算まではありませんという、ですからこ

のまま、不良住宅団地にしておくのかと思

うとしのびないのがあります。

今一度、自治体は復帰前のこうした事案

にも目を向けて解決に前進する必要がある

と思っている。

6.最後に

不動産の登記実務は、苦労も多い。しか

しながら、登記官のご教示、仲間からの助

言とどうにかクリアする喜び、仲間と意見

交流、定期勉強会で問題点、課題を提案し、

プロ意識を持って相互に援E12を しあうのも

実に楽しい。また地権者の長年の願い、思

いつめた事案を解決し得ることも何よりう

れしい。こうした社会貢献で社会が明るく

なることを願っています。「続 。私の道づ

くり」を通して不動産、特に土地について、

論点を絞って記述してきましたが、 ご迷惑
もあったものと存じます。不足のあったこ

とを許してください。最後までお付き合っ

てくださつた皆様、誠に有 り難うございま

した。また、広場を提供してくださった沖

縄県土地家屋調査士会の会長、会報発行の

広報部の皆様のご配慮があったものと深く

感謝申し上げます。今後ともチャンスあれ

ばと思っています。最後に土地家屋調査士

会会員の皆様のご発展とご健康を祈願しま

す。どうか不動産の安全な取引に寄与する

よう念願申し上げると共に、この乱筆にお

付き合ってくださいまして有り薙うござい

ました。皆様、お仕事を楽しく邁進しましょ

う。
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轡図と土地家屋調査

私が地籍関係の業務を沖縄で知り得たの

は県発行の 「沖縄の地籍調査」と云う図書

により「沖縄土地整理法」に基づく法律で、

明治32年より36年 10月 までの約 5年間に日

本政府によって、沖縄県の公図が完成した

ことを知る。地図の成果は非常に立派だつ

たと云われているが、第二次大戦の災害で

焼失 してしまい、米軍政ニミッツ布告第

121号 により、地図に準ずる図面が作成さ

れ、市町村長名で 「土地所有権証明書」力ゞ

1951年 (昭和26年)4月 1日 に公布された。

残念乍 ら、その地図には基準点表示が

なく、平板測量図の継ぎ合わせで縮尺 1:

600～ 1:i200の もので、分筆依頼を受

託すると 1:300～ 1:600で 実測 して公

図の縮尺に縮図して、筆界を重ね合わすと

筆界が合わない、地図の訂正をするのに基

準点がないので、照合するのに苦労して、

登記所の職員と協議すると、公図に重ねて

破線か朱線で表示する然し殆んどの筆界が

マッチしないので、訂正線の重ねが出たり

公図との関係も複雑になって収拾が付かな

くなって来た。私は、複雑になることを予

測していたので、申請して来る地図は別紙

に記載して、訂正筆界の接合は念入 りに点

検して、任意 トラバーでも設けて整理すべ

きと提言したが、結局は別紙の様な地図に

してしまった。

が考迄に公図、那覇市松尾一丁目230番

刃Б覇支きБ宮 崎 頼 治

を添付する。同地は地籍調査の未了地区で

ある。

沖縄の地籍図が戦後本格的な取組になっ

たのは、琉球政府 (沖縄県)1957年 (昭和

32年)立法第105号「土地調査法」を制定し、

日本政府の援助により基準点を設定し、地

図の縮尺も 1:250～ 1:500に 変更した。

技術者の資格も制度化せねばならず 「沖縄

県」とは誌されず 「沖縄土地建物調査士」

と云う名称で、1965年 (昭和40年)4月 9

日創立、 私は1966年 (昭和41年 )10月 6鷺

に登録した。日本復帰、昭和47年 (1972年 )

5月 15日 により「沖縄県土地家屋調査士会」

と云う名称に統一された。西暦年号の必要

は無くなったが、建物が家屋の名称になっ

たのは前者が現代的な感、昭和20年の終戦

より27年もの長期に亙る米軍施政には違和

感を覚えた復帰と同時に 「国土調査法」に

変更された。

戦災により破壊された筆界や接収地は

「不動産登記法」には馴染まず、昭和52年

5月 18日 法律第40号 「土地境界明確化法」

の特別立法を制定し施行することになっ

た。同法については、別頁に記載する同法

の施行に当っては、防衛庁長官と開発庁長

官との主管別があつた駐留軍用地 (現在米

軍使用地)は防衛庁、非軍用地 (復帰前に

開放地)は開発庁で同法の施行は、 5ヶ年
の短期で測量 (地籍)地図の作成で範囲が
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膨大な上に飛行場の測量には色々な条件も

あり、各業者大人数を注ぎ込んで頑張った

が、受託額も測量部門では、億単位の前代

未聞単価もあった様だ。測量士、土地家屋

調査士も一生懸命やった。

その後は、県・那覇地方法務局の公図、

14条地図作成に取りかかっている。

時代の進展で トランシット、平板測量

だったのが、平成 6年以降は沖縄県にもG
PSや光波測巨儀が入荷し、爾後は座標法
に進展、甲 1精度を要求される状態である。

最近は戦災による所有者不明土地及び不

明墓地の調査が、県 。市町村より土地家屋

調査士に発注されている。沖縄県では第二

次大戦による災害処理が未了で、申請人の

不明 (一家全減等)な土地は県管理地、又、

墓地も物件は存在しているが、所有者が不

明で市町村管理で県・市も管理財産として、

70年近く保管で国に申し出て調査をしてい

る状態である。

私は、昭和 15年より昭和 19年まで台湾総

督内務局土木課で、都市計画業務を行って

いた関係で、地積図には観念があり、沖縄

県の地籍図再製に努力しようと、昭和47年

の日本復帰の頃から、那覇市大道を皮切り

に、字安里、防衛庁関係、現在の新都心、

普天間飛行場、離島の与那国、竹富、小浜、

波照間、黒島、石垣、首里大名町一丁目、

首里久場川町、桃原町、赤田町、崎山町―・

二丁目、字古波蔵、字国場、前年度は古波

蔵四丁目を終了しました。

那覇市古波蔵 4丁 目登記所備付地図作成

作業として、那覇地方法務局発注、公共嘱

託土地家屋調査士協会受託の社員で、平成

24年 2月 16日 よ り平成25年 3月 22日 ま
で、137筆 の地籍図を作成した。先づ国土

交通省国土地理院沖縄支所の選点した街区

基準点 12点を基に補助多角点を選点同基準

点等より、187筆の筆界点を観測し各筆の

面測をなし全筆100%の業務を完結し那覇

地方法務局に納入した。

現在、公共嘱託土地家屋調査士協会受託

の那覇市松尾 1丁目登記所備付地図作成作

業に参加、 14条地図作製業務に奮闘中であ

る。
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土地の区百を明

“

にした不動産登配法所定の地因が情え付けられるまでの岡,これに代わるものとして

土地の位置及び形状の標略をE破した国面です。

覇
〉
く

プ

加

〈
簿エ

十
分W手ひÅ
址_

(注 )地目に隼ずる口面は,

備え付けられている国面で ,

/″
~

求
分
請
部 所  在 那覇市松尾 一 丁目 地  番 潔ぎ汐 匹 一ヨ

縮  尺 1/1200 補紀事項 抜き出
1部
分参照  後g営を獣禦こ好ε案督



平成26年 3月 30日 沖縄県土地家屋調査士会 第49号 (15)

宮w狂斃     fほ塊     箋鞠
亜

司会の仲柴員盛松境界鑑定委員長か ら

「戦後の大先輩のご苦労 と、地図の問題、

技術的問題、人の問題など、当時の現場で

の生の声を聴いて記録を後世に残しておこ

うということで、菅野先生を中心に立ち上

げ企画されました。」旨の趣旨が説明され、

久高会長の挨拶のあとは菅野先生に進行役

が引き継がれ、対談会が始まりました。

事前に配られた資料は菅野先生が、地籍

調査の測量、申告手続き、申告図面、測量

機材等々について、当時の事実・状況を知

りとの思いから、宮崎先生がこれまで長年

にわたり会報等にご寄稿頂い

た資料より質問事項をまとめ

て作成されており、質問につ

いては、まず宮崎先生に質問

のお応えいただき、次に補足

の説明とか、質問に関連して別の角度から

当時の状況等について宮城清先生、島袋精

次先生、松川清康先生にその都度お話をい

ただく対談形式で行われました。

また会場には宮崎先生の保管する証文や

土地所有権証明書等の貴重な資料も展示さ

れ、手に取りながら確認する事が出来ました。

質問 |こ答える宮崎禎治先生
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質問 |こ宮崎先生こともに、答える富効清先生こ島袋精次先生、松川清康先生

会場の様子 壇上の大先輩 |こ熱心に質問する宜保光明先生

研修会終了後は、近くの

日本料理店 「彦」にて大先

輩をねぎらい乾杯 !

対談会の延長線上の話な

ど歓談しながらの会食にな

りました。
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平成25年度i第:11回業務研修会|
日時 :平成25年 9月 6 日 (金 )

場所 :教育福祉会館 3階大ホール
1(デ rェ、i_…_上ニク 、″、 ^″ _´―ドヽ一

'

研修内容

1. 要望事項への回答等

講師 丸野隆司総括表示登記専門官
懲戒処分事例の紹介

講師 金城行男 総務部長
伊波 学 業務部長
伊盛 進 研修部長

相続、贈与その他税について

講師 平良 豊 税理士

９
留

０
じ

事前に会員か らの法務局への疑問・質

問 。要望等をもとに回答及び説明がおこな

われ、法務局からの要望等につても回答の

書面をもとに説明がおこなわれました。

特に、現地復元性のある地積測量図のあ

る土地について再分筆する場合、復元点に

ついて立会省略できる場合の説明等は実務

に直結する内容でした。

Q&A生 前贈与の留意点と題した研修
目次 1.贈 与の定義・種類

2。 現行贈与税の制度

3.暦年課税の贈与
4.相続時精算課税の贈与
5.贈与税の各種特例
6。 その他税に関する質問

7.消費税関連の改正

講師 丸野隆司総括表示登記専門官

新役員によるはじめての研修会の内容

は、「知らなかった、知っていたら行わなかっ

た。」ではすまされない事例を取上げ、ベテ

ラン・中堅の会員には復習としての学習の

場、新人会員には今後知らなかったでは済

まされない事への学習の場になりました。

講師 平良 豊 税理士
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遠藤正夫理事の司会進行のもと、島袋裕

二副会長の開会挨拶、久高兼一会長の挨拶

の後、各部からの報告に引続き下記研修が

行われました。

研修内容

沖縄の印部石 (測量図根点)について

講師 金城 善
(元沖縄県地域史協議会代表)

沖縄の地籍調査作成経緯と筆界復元手

法について

講師 松川 清康 (当会顧問)

講師 金効

目次  1.沖縄県地域史協議会の結成
2.「ハル石」との出会い

3,それまでの市町村史の記述
4.各地から「ハル石」発見報告
5。 地域史の「ブリレ石をめぐる研究会」

6.『沖縄大百科事典』に「E口部土手」

7。 「針午帳」の分析

8.『真和志間切針図』の発見

9.安里進氏等による「印部石」の

研究

10,『 しまたてぃ』での連載

11。 『沖縄の印部石』の発行

12.「 しまたてぃ」公開講座 「琉球

の測量技術者と技師たち」

13.『中山伝信録』の 「字母

講話の内容

1.地籍調査の作成経緯について
2.地籍図 (14条地図)の精度と誤差につ
いて

3.基準点について
4.筆界復元手法について

甲

鄭

誦師 松川 清康 顧間
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那覇支部第 2回業務研修会並びに境界問

題相談センターとの共催で下記研修が行わ

れました。

研修内容

境界について (筆界 。所有界・占有界)

講師 新井 克美
(前 都城公証人役場 公証人)
境界確定訴訟事例等について

講師 平良 卓也
(弁護士・当会センター運営委員 )

９

留

島袋副会長兼那覇支部長の

司会のもと、比嘉副会長の開会

挨拶、久高会長の挨拶と全国会

長会議の報告、仲宗根センター

長の挨拶と報告として、業務の

中で立会不調の場合等に解決

策の 1つ としてセンターを利

用 してほしい旨の説明と法テ

ラスと境界問題相談センター

の連携を模索している話と、法

テラスの活動・運営内容や、利

用できる方は限定される等、法

律に携わる立場としては、より

良い情報を得る事が出来た と

思います。

講師 新井 克美
和歌山法務局長、横浜法務局長、都城公証人役場公証

人を歴任され、テイハン発行の著書 「公図と境界」な

ど多数の書籍を執筆

会場の様子

島袋俗二副会長兼那覇支部長 Lヒ嘉定善副会長

久高兼―会長 仲宗根善浩センター長
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平良 卓也 弁護士

:』1覇支吉Bだより

合同研修会の終了

後には、研修会場内

の別室にて那覇支部

研修会後の恒例の懇

親会が行われ まし

た。宮古支部の佐平

博昭会員と伊盛研修

部長も参加していた

だき楽しいひと時と

なりました。

島袋俗二那覇支部長の挨拶

デ
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Ｈ
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富古支部の佐平博B召会員

一
灰

南部支部の伊盛進研修部長
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平成25年 H月 3日 (日 )にデパートリウボウ7階リウボウホールで、沖縄士業等ネット

ワーク協議会による第 2回くらしと事業の「よろず相談会」が開催され、当会からは午前・

午後 2名交代制で島袋裕二副会長、金城行男総務部長と沖縄境界問題相談センターから

上原清運営委員、花城康喜運営委員の4名を派遣しました。

去年は新聞広告の文面を「登記・測量」としていたのですが今年は「土地の境界トラブル」

としました。相談者は去年 0人でしたが今年は 3人でした。

沖縄士業等  |
ネットワーク協議会のエ

構成団体

弁護士会 。司法書士会

土地家屋調査士会

公認会計士協会・税理士会

中小企業診断士協会 。行政書士会

宅地建物取引業協会

社会保瞼労務士会

不動産鑑定士協会 (本年度担当会)

の10団体

久高兼―会長の表敬訪間時 |こ金効行男総務部長このヌナツプ

<沖縄士業等ネッ

沖縄弁護士会
奮(098)865… 3737

労働。年金

沖縄県社会保険労務士会
金(098)863‐ 3180

沖縄県中小企業診断士協会
a(098)917‐ 0011

沖縄県宅地建物取引美協会
合(098)861‐ 3402

法律・登記

沖縄県司法書士会
金(098)867‐ 3526

日時 平成25年

11月 3日 lEl
午前10時 30分～午後4時30分

(受付は、年後4時まで)

場所

デパートリウボウ7階
リウボウホール

お気軽にこ相談下さい。

会計・監査・

日本公認会計士協会沖縄会
る(098)951‐ 1820

沖縄県行政書士会
a(098)870‐ 1488

トラブ

沖縄県土地家屋調査士会
a(098)834‐ 7599

沖縄県不動産鑑定士協会
a(098)867‐ 6275

′
税務相談

沖縄税理士会
奮(098)859‐ 6225

ω
く
ら
し
と
事
業
の

■
□
団

□
団
日
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支剖だより

平成25年 12月 7日 (土)午後 5時スタート
パブリックゴルフうらそえ

金城会員、佐久川会員、徳森会員

のパーテイーの様子

去年は温泉で日頃の疲

れ をとっての宴会で し

た。そして今回の忘年会

は、親陸ゴルフを楽しん

でからの宴会、毎回斬新

な企画で、次年度も期待

してしまいます。

今回は日頃ゴルフを楽

しんでいる会員から、20

年ぶりにクラブを握る会

員までいて、宴会前の 2

時間程をショー トコース

の 9ホールを回り、軽く

汗をかいた後、懇親会で

はおいしいビールを頂き

ました。

ヌタート前の集合ヌナツプ

久高会長のンヨツトンーン

‖雰! 圃墨戸
|ヨ甲操

佐久川会員のショツトンーン

島袋支部長らのパーテイーの様子
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乾杯の様子

金城行男副支部長の司会のもと、

島袋支部長 と久高会長の挨拶に続

き、松川清康顧問の乾杯の音頭によ

り懇親会はスター ト、当日のゴル

フ談義 とおいしい中華料理を頂き

ながらゴルフの成績発表が行われ、

支部長より景品が手渡されました。

景品には豪華電化製品から近藤哲

司役員が ドンキホーテで買出してき

た怪しい景品なども飛び出し大盛 り

上がりの懇親会となりました。

優勝の佐久川紀安会員 3位の儀保宜伸会員

準優勝こ三やピン 1位の金効榮秀篭誉会長

聖2外 /2n7日

成贋表
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:～ 政治連盟だより～

・‐∵      勉強豊二

当日は政治連盟・土地家屋調査士会・公嘱協会の各役員が参加しての勉強会で、上原

正昭会計責任者の司会進行のもと、久高調査士会会長と島袋公嘱協会理事長の挨拶に続

き、外間盛善顧問へ大城政治連盟会長より委嘱状が交付されました。

顧問からは 「乗りかかった船ですので、一緒に頑張って行きましょう。」の決意表明の

あと、過去には測量士が狽1量し登記申請をしてきて職域が侵害された時期がありました。

それを通してきたのも行政で、お互いに誤 りがあったのも事実であります。それらを法

が整備されることによりは職域が明確になっていきます。政治的働きかあれば道筋をつ

くることができる旨のお話を頂き、まさに政治連盟の必要性を感じる機会となりました。

日時 :平成26年 3月 7日

場所 :居酒屋 ねぎ左馬
(水)午後 7時～
(豊見城市字真玉橋在)

久高調査士会会長の検拶

一
千

と

、

大城幸―政連会長より委嘱状を受け講話する外間盛善顧間

ー

島袋公嘱協会理事長の挨拶

大城政連会長の挨拶

鳴
ョ
▼

学
営
ヤ
′

手

Ｖ
カ
ド
マ
ｒ
写
ヽ

外間盛善顧間を囲んでのヌナツプ
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土地家屋調査士PR広報の車両発見々

圭迪aFB●Ⅲ

土聰βttΠも

確 鰐 中
『

土地家屋調査土 読み違いの無いよう|こふりがなも添えら
れているのもポイントですね |

琉球国之図のフロア展の帰りに武道

館の駐車場で発見、車の持主は伊波学

業務部長である。

以前に広報部長を務めていた事もあ

り土地家屋調査士の知名度を上げたい

との考えでA4サイズのマグネット版
を常日頃から業務車両と自家用車両に

も貼り付けているとの事、街中で見か

けるタクシーの看板広告を会員皆で行

うと宣伝広告費が抑えられ、長期にわ

たり土地家屋調査士をアピールできる

広報活動になると思います。

広報部としても会員の皆様のご協力

を頂けるように頑張ってみたいと思い

ますので、 ご意見等宜しくお願いいた
します。

議熟中′
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魂         典竪1か載 さ

アルミ複合版 W2400× H1200

損壊した看板

壁面看板

隠

臣

雲

田
ポ
監
嚇

や一中中一ぐ
醒

″

以前の袖看板

平成24年の台風17号により以前の袖看

板が落下し損壊しましたが、マンション

理事会の承諾等を得て新しい看板が平成

26年 1月 13日設置されました。

会館に寄られる際はご確認お願いいた

します。
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九処プL∠ 2極議全

境界鑑定研修

辛中縄会からイよ、

)ときБFZきБ

仲 染 良  盛  法

会が下記の日程で行われ、

2名参加いたしました。

日 時 平成26年 1月 18日 (土 )
13:00-17:00

平成26年 1月 19日 (日 )

8 :30-13:00

場 所 天神チクモク 大ホール
福岡市中央区

今回の目的としては、「境界鑑定」は土

地家屋調査士の専門能力を最もしめせる重

要な課題であり、裁判所の鑑定や筆界特定

のみならず、一般の調査測量の中で、その

能力を発揮できるよう、業務の資質向上を

目的として行われました。

研修内容

(1)「更正図作成に至るまでの経緯～一

般論及び東海地方の例～」別紙資料

講師 :愛知会 福永正光会員
中部地籍研究会にて、資料収集をし、明治

前期に行われた地籍に関連した事業を調査

する事により、東海 3県の事例として地域

性があり、明治以前に行われた事業の結果

が、現在も移記され登記に反映されている

土地もあるとの事で、調査士にとって過去

の筆界に関する知識は、重要であると痛感

いたしました。

沖縄会でも地籍の変遷をまとめる事で、

境界鑑定研修会報告 '

業務にいかせると考えます。

(2)「震災関連業務とGIS」 (グループワー

ク及び地図太郎体験学習)別紙資料

講師 :福島会 白土洋介会員
東日本震災において、突然に発生した建物

減失登記その他土地の問題等を処理しなけ

ればならない状況に会い、数量多数業務と

経験のない事例に出くわした場合の対応

と、いかにして会員が連携して、また効率

のいい仕事のしくみづくりを模索していく

か、又コンピュターを用いて (ハー ド・ソ

フト)いかせるよう、 これからの土地家屋
調査士、社会を考えるヒントをみんなで考

察して、鑑定にもいかしていきましょうと

の事でした。

(3)研修会に参加して

今回の研修に参加して、各県会の方々の

状況を知ること事で、これからの調査士の

在 り方のヒントになりました。

調査士の業務は、過去 。現在・の状況を

把握し、又知らない部分は推定 。仮説をた

て、検討して行き結論を出していく事が大

変な作業です。

資料の収集 。整理・活用をうまくして行 く

ためには、ヨンピュターのハー ド・ソフト

面と会員の連携によるマンパワーが重要に

なっていくと考えます。

社会からは、適正・迅速な処理を求められ

ている現在、調査士の資質能力向上が必須

となっており、個々の会員の特技も生かし

ながら、共に研鑽していける環境をつくり、

未来へつなざましょう。
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日 時

場 所

内 容
1月 18日 (金 )

13:00-13:10 あいさつ
13:10-17:00
「更正図作成に至るまでの経緯～

一般論及び東海地方の例～」

講師 :愛知会 福永正光 会員
1月 19日 (土 )

8 : 30--13 : 00

咬災関連業務とGIS」 (グループワーク

及び地図太郎PLUSl体験学習)

講師 :福島会 白土洋介 会員

先 日、福岡市にて計2日 間に渡 り開催さ

れました、九州ブロック協議会境界鑑定研

修会へ参加致しました。参加者は九州・沖

縄のみならず、四国ブロックからも教名の

参加者がありました。今後、四国ブロック

との研修等含めた連携も模索中のようです。

内容としましては、初日に愛知会の中部

地籍研究会でもある福永正光会員を講師

に、愛知、東海地方を中心とした、あるい

は全国規模を含め、先ず、地籍とその歴史

の内容からスター トした。パワーポイント

を用いて、明治時代の地籍の話が中心。実

す
'レ

 
】ヒきБ
7井問J陳 也

平成26年 1月 18日 (土 )

13 : 00ヘン17 : 00

平成26年 1月 19日 (日 )

8 :30-13:00
天神チクモクビル 大ホール

福岡市中央区天神 3-10-27

墜
ブロック協議会 境界鑑定研修会

際に当時の地券等、実物等、その内容を説

明。資料は、資料館又は持ち主等より直接

お見せ頂いたものを確認の上、写真を撮っ

た実物も多くあった。地租改正事業や、丈

量の仕方、尺貫法など、詳しい説明があつた。

明治の頃を中心とした地籍と現代に至る

その流れが学べる内容であった。

2日 目は、 日調連技術センター委員でも
ある福島会いわき支部より白土洋介会員を

講師として、主にコンピューター活用を中

心とした今後の土地家屋調査士とGIS関 係

の講義でした。講師の先生は、東京理科大

学物理学科出身で、大学卒業後、測量コン

サルタントに就職、その後、独立開業。ご

自身も、福島にて20H年の大震災を経験し、

その後生じた大量の建物減失登記 (いわき

市で1万件)を公嘱で受注、わずか 3ヶ 月
で業務を処理したお話等をまじえ、研修で

はグループごとに分かれ、「みなさんなら

どのように処理するか考えて発表してほし

い。」といった内容の授業もあった。航空

写真等を活用し、昔の占有状態から現在に

至るプレゼン方法、総合してコンピューター

活用と調査士業務といった内容であった。

初日の明治時代を中心とした日本全体の

地籍歴史の話、沖縄に直接当てはまるかは

別として、歴史という意味で満足のいく内

容であった。

2日 目の講義は今後の調査士業務に活用

されるかどうか別として、コンピューター

を駆使した活用方法 (こ んなやり方もあり

ます)と いったプレゼン的な内容でした。
いずれの講師の先生も内容の充実した講義

であった。

九州
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去年デカタマンを釣った渡嘉敷島へ 8月

10日 (土)か ら 1泊 2日 で、釣行記 2の記

事を書ければと思い原チャリをお供に遊ん

できました。10時のフェリーとかしきに乗

船、70分程で到着、前回の釣リポイントに

先客がおり、他のポイントを探しながら渡

嘉敷漁港へ、港内に50cmほ どの海亀が泳い

でるのを発見、スマホで動画撮影して、み

やげ話の 1つ をGETT!、 昼食を旧待合
所の 2階のシーフレンド」rで と思ってい

たが、「クーラー故障につきしばらく休み

ます。」 JJJl(今 年の流行語大賞)、 思
いついたのは新しく架替えされた 「くんみ

橋」のそばの 「う―るたん」沖縄そばのの

ぽりがあり、以前そのそばで公嘱業務で来

た事があり気になっていたお店なので入

店、島の豆腐をつかった 「ゆしどうふそば」

600円 とごはん100円 を注文、う―るたんの

意味を店主のおば―ちゃんに聞いたが、耳

が遠いらしく全く違う答えが返ってきたの

で、あきらめてゆしどうふそばに集中、お

いしく頂いて再び前回のポインヘ、先客は

帰つたようで、早速浮き釣りを開始、魚は

釣れないが 3時頃からlm超のガーラが 2

匹、たびたび回遊してくる、フェリーの船

員が 「漁協か らマグロの頭 もらってきて

釣ったらいいよ !」 の声が、「チヌ年では

どうせ釣れないよ !」 と返事、でも持参し

た 12、 13cm程の冷凍ポラから大きいのを選

びタマン年を取出し、まさかを期待して投

入、フェリーも那覇向け出航してからしば

那覇支部 ふ 数

らくして年の鈴がチリンと鳴る。すかさず

年を手にドラグを締めフッキングしようと

するが、年をのされぱなしの状況でどうに

か 5号年を立て応戦するが、 DAIWA
のREGAL― S6000、  ドラグ耐力10kg
に巻いた14号ライン150mが一気に出てい

く、スプールの芯が見えてきたところで、

魚の動きがとまり、スプールを手で押さえ

年で魚を寄せようとするが、大物はさらに

沖へ、 リールの糸も後 5mも なさそうなの
でスプールを押さえたままでいるとブレイ

ク、巻き上げてみると釣針が折れていた。

そばでイカ釣りをしてた地元の人が 「今の

はガーラだね、イカエギをもって行かれる

事もあるよ !」 初めての大物ガーラの感

触に足がガクガク震えてしまった。

夕食を求めて阿波連のお店で、弁当に

ビールと太いタマン針を購入しポイントに

戻 り、タマン竿 2本を投入 し、チヌ午は

電気ウキに変えて再び釣 り開始直後、「そ

ばから午出していいですか ?」 と釣人が聞

いてきたので、快く了解、私の両サイ ドか

ら彼もタマンつりを開始、私のウキ釣 りに

は掌サイズにヤマ トビーがこんすたんとに

厚



(30)第 49号 沖縄県土地家屋調査士会 平成26年 3月 30日

釣れだした頃、彼の年の 1本にアタリが来

た、私のタモです くい上げ、ライ トで確

認、50cmほ どのカースビーである。「イイ

ハズヨー !」 といいつつもちょと悔しい思

いもありながら、彼としばらくおしゃべり

をしながら釣りをする。彼は仕事で 1泊 2

日、車持参で民宿も押さえているとの事だ

が、アタリも無くなりお互いビールを飲み

ながら年のそばで寝そべりながらアタリを

待つ事になる。夜中の 1時半頃私の年のに

アタリが来た。寝ぽけてヘッドライ トもは

ずしており、年に縛ったロープも解けずに

彼に声をかけ、タモ入れをお願いしたが、

魚をすくい上げる途中私のタモは折れ海の

中へ、今度は彼のタモですくってもらった。

「でかいタマンですよ !」 ライ トを照らし

持参のメジャーで確認65cmの 大物である。

それから次のヒットが 4時半頃またしても

私の年にきた、先よりは少し余裕のやり取

りで彼にタモいれしてもらい上がって来た

のは53cmの タマンであった。夜が明け彼は

宿でシャワーに入 り少し休むと言って帰り

支度を始めたので、「ありがとう」とお礼

を言って別れ、私はそのまま昨日の逃がし

たガーラのアタリを期待して釣り続行、 8
時頃にアタリ、ちょと軽いなと感じながら

巻寄せる途中、 60cm程 のカマサーが
ジャンプしてシーガーハリス 16号を切っ
て逃げていった。逃がした魚も確認できた

ので納竿。本日の興南高校の試合を見るた

めターミナルの待合所で試合観戦、疲れた

体は周りの方達よリテンションを上げられ

ずウトウトしながら興南高校の勝利を見届

け、クーラーの氷と昼食を買いに阿波連の

お店まで原チャリで買物に行き昼食を済ま

せ、釣りを始めようかと迷うが余りの暑さ

にあきらめ帰り支度を整え、帰りの船まで

の余した時間で展望台めく
｀
りをし、 16時発

のフェリーで那覇に戻り自宅ベランダでど

や顔写真を撮って今回の釣行記のしめとし

ました。今回の釣果は65cm・ 4.6kgと 53cm。

2.lkgの タマンと掌サイズのヤマ トビー 6

匹でした。前回の釣行記が気になるヒマな

方いましたら沖縄県土地家屋調査士会の

ホームページの 「会報おきなわ」46号イン

ターネット版を見に来てください。

http://okinawa― chousasikaio com/
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会、員挨拶二

中きБ支音Б

口 中
平成24年 1月 に神奈川会か ら沖縄会ヘ

移つて参りました田中勇樹と申します。

資格取得は平成20年でした。結婚も平成

20年です。嫁さんはウチナーンチュです。

子供の誕生も平成20年 7月 です。

日々、おなかがパンパンになっていく嫁

さんの無言のプレッシャーの中、勉強の息

抜きにやっていたモンハンばか りうまく

なった自分を責めながら試験会場へ向かう

電車に乗っていたのを覚えています。

資格取得後、神奈川で入った調査士法人

は、日本で一番大きいと言える規模のマン

モス法人でした。

自分は法人の構成社員ではなく、「使用人

調査士」 という肩書きで、毎 日足場の外

れていない新築戸建てを10件 くらい現場調

査するだけの 3年間でした。

沖縄に来て、様々な先生方と出会い、本

当にゼロから教えてもらい、飲み会に誘っ

てもらった り、お手製のゴーヤチャンプ

ルーをごちそうになったり、生バンド演奏

で踊つたり、熊本で乳製品に当たったりし

て、今は、公嘱業務の 4月 の打ち上げで乾

杯するのを楽しみにしています !

沖縄に来て、本当に良かった。

樹勇

くく
｀
■ケ

中部支部

池 原 粘 治

に沖縄市泡瀬で開業、現在は沖縄市海邦で

日々悪戦苦聞しながら業務を行っておりま

す。

これから業務について勉強しなければな

らないことが山ほどありますが、土地家屋

調査士として、今後も諸先輩方のご指導を

仰ぎながら、知識と技術のいっそうの向上

を図ってゆく所存ですので、今後ともよろ

しくお願い致します。

会員の皆様、初めまして、平成24年 9月

に入会しました池原祐治と申します。

私は平成22年に試験に合格し、平成24年
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会員挨携

宜野浬支部

机 原 逹 治

会員の皆様初めまして、この度平成24年

10月 22日 付けで登録し沖縄県土地家屋調査

士会に入会しました宜野湾支部の桃原達治

と申します。

同じ宜野湾支部の大城行史事務所で補助

者として 9年ほどお世話になり、大城先生

の協力も頂きながら平成20年度土地家屋調

査士試験に合格し、晴れて読谷村楚辺に事

務所を開業することができました。事務所

を開業し早 1年を過ぎましたが、開業当時

は右も左もわからない状態で不安だらけで

したが、大城行史先生をはじめ周りの調査

士の先生の協力、指導もあり補助者として

業務を行った経験が今では役に立ったとつ

くづく感じます。

土地家屋調査士は個人の財産を扱う業務

であり、常に慎重にかつ迅速、正確をもっ

とうに対応することを心がけております。

今後とも土地家屋調査士倫理網領にある

ようイこ「使命 。公正 。研鑽」を忘れること

なく調査士の先生方の助言、協力を受けな

がら業務を行いたいと考えておりますので

ご指導のほどよろしくお願いします。
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新入会員紹介

宮 里 辰 也

昭和54年 10月 生

登録番号 第485号

宮 城   匡
昭和55年 3月 生

登録番号 第486号

電  話

平成26年 1月 20日

平成26年 1月 20日

蜀=900-0023

那覇市楚辺一丁目5番 17号

プロフェスビル那覇 4階

伺重  言舌  098-833-6461

入 会
登 録
事務所

平成25年 12月 20日

平成25年 12月 20日

可-902-0065

那覇市壺屋 2丁 目

ひめゆリビル 1

098-851-7412

5番 7号

階

宮 城
日召不日47」千6

登録番号

浩

月生

第487号

入 会
登 録
事務所

入 会
登 録
事務所

電  話

平成26年 1月 20日

平成26年 1月 20日

可=901-2127

浦添市屋富祖3丁 目15番 14402号

メゾンセーラ

098-878-0910

翁 長 宏一朗
昭和51年 11月 生

登録番号 第488号

平成26年 1月 20日

平成26年 1月 20日

蜀=900-0022

那覇市樋川 1丁目26番 24号

098-835-4077

入 会
登 録
事務所

電 話
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午年生まれおめでとうございます

平成26年の年男年女は、以下の会員です。

千 支 生 年 氏 名 支 部

壬午 (みずのえうま)昭和17年生 照 屋
宇根底

甲午 (きのえうま) 昭和29年生 神 谷
上 原
仲 西
吉 野
仲宗根

比 嘉
比 嘉

繁 一

智 生

護

清

雅 治
仁

善 浩
定 善
啓 勝

中吉呂支吉I

八重山支部

那覇支部

南部支部

南部支部

南部支部

宜野湾支部

中部支部

】ヒ吉I支音I

那覇支部

那覇支部

南部支部

宜野湾支部

中部支部

中部支部

丙午 (ひのえうま) 昭和41年生 島
金

玉

島

宮

仲

袋

城

城

里

い県

二

男

教

博

学

よち

裕

行

吉

康

　

み
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編集後記

沖縄県の慶良間諸島と周辺海域が、「ケラマブルー」と言われる透明度の高い海と、ザ

トウクジラの繁殖地でもあり、多種多様なサンゴが繁殖すること等が評価され、これま

では 「沖縄海岸国定公園」に編入されていたのを解除して、平成26年 3月 5日 の 「サン

ゴの日」に合わせて、環境省より「慶良間諸島国立公園」に指定されました。

私も時間のある時はよく足を運ぶ地域で、子育て時期には家族で、渡嘉敷島のトカシ

クビーチや阿波連ビーチ、座間味島では古座間味ビーチ、阿嘉島では西浜ビーチと海水

浴を楽しみ、魚港ではファミリィーフィッシングで釣 りの手ほどきを子供たちにしたり

して、いつでも心地よく余暇を満喫、最近では子供たちには同行してもらえず、一人釣

行を楽しんでおり今回もフリーテーマでの投稿をさせていただきました。

釣 り人のマナーが悪 くあちらこちらで釣 り禁止の場所が増えてきている気がします。

国定公園に指定されたこともあり、更に気を遣い 「来た時よりもキレイに 1」 をこころ

がけ釣り場が減らないよう心掛けていきたいと思います。

広報部長 糸 数 厚
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Think different

Support

Sevttce

～新 しい発想を

■

■

Ч

、,(|(ii

l,聾 飛ビー
ー
Ⅲ

株式会社Rise Logic

沖 縄 県 中頭 群 北 中域 材 字 島袋 549-46

TEL 098-933-638¬
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…
近乙N愚体を越虜,た ンステム.さ 等なる土避性の泡 とヘ

轟        Y♂豪  懲鰻 電 胡  モ贄コ臣引I
町nmЫ e R10」は、今までの受信機とは一線を回す、まつた(新しいコンセプトから生まれた受信機です。多くの新しいテクノロジー

が、その洗徹されたデザインの中に搭賊されています。このTrimЫG R10には 30項目を超える特長がありますが、その中でもこ
の受信機を像徴するSつのキーワードをご紹介します。これらの技術はフイールド用アプリケーション「eFitⅢ」やオフィス用ソフトウェ

ア町OWttE」 といつた Tr賄lb16のトータルフリューションとの連携て、より効果的な業務効率向上に貢献します。

2013年◆つ蛉ゝ健本格的QZSS時 代へ喪盈

QZSS対応 T♂§団鰺:Q置電鰺Φ NQ竃風9
準天頂衛星が打ち上げられてから 2年が経過しました。
Tttmbleですよ、測量にQZSSがもたらすメリットを追求し、
受信機 ,コ ントロールソフトウェア「entヤ」。後処理ソフト
町OWiSEJに おけるRTK観測の対応を完了しました。

f,ZSiのと2`=は、,´ 2C「ギ「jが lfl‖笠され、前げ句もほ(エリてげIIIIこ
「
れります

そのたされとIc/A司 tl、 LttCに よると切波の随偽t iJNし やすくなっていよす

こ11ら の常に1よ、I)'I士 分r,に おいてはlJ+「句■年,I‖ Wiを行〔,,,|1貯 庭

を †|う RイtK把 Ⅲlてイキ十三イFtt t好 ぇ ら 11て い と す I
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安定した「はかる」を提供します

株式会社測 機 システム

優秀サービス認定店
校正・検査認定事業者
実用標準機CALSET‐ R設置

・社内検査

定期点検、修理、校正検査

・証明薔発行

検査・修理報告書
検査成績書

校正証明書

・機器検定受付
日本測量協会技術センター

日本沢」量機器工業会(JSIMA)

!_

サービス事業部
メーカー間わすご相談下さしヽ

レンタル事業部
晨新機器をご用意しております

販売・サポート
事業部

業務効率イヒを廟援します

SOKKIA
ツキアビジネス′{― トナー

″ TOpCOR
3Dレーザースキャナー
レンタル始めました !

・路面形状計沢」
・ボリューム計測
・構造物、建築物調査
・災害・事故調査
・)]川、ダム、堤防計測
・トンネル内空懸面計測
・遺跡調査など

情報イヒ施工を推進 !

モータードライフTS・ GNSS受 信機

ノンフリズムTS デジタルレペル

墨出し器、環境演J定機器、電〒平板など

お間合せはお気軽に !

T E L 098‐880‐6505  F A X 098口 880‐6573
〒901-0153沖縄県那覇市宇栄原3丁目9番7号

httpザ′wwwisokki‐ system.jp′

・ソフトウェアー

土地家屋調査土専用
公共演」量・設計専用
土木演」量専用
技術提案書作成用
導入指導サポート

・ハードウェアー
ペンコン、パソコン

周辺機器一切
ネットワーク設置
リモコンサポート
メンテナンス

・測量機謡、計測機器
。中古測量機

。環境測定機器、安全機材
・建設材料試験機

。境界明示用品(フ
°
ラ杭他)

。測量、製理用品
・シャープ複写機、家電
。事務機、事務用品

・セミナー企画
・講師派遣など

測量機検定室
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新型モーう単ドラゼプトータみステーション
一
を慎用した測量作業の効率1ヒのご提案
■モータードライブトータルステーションの利点は?

0指定したポイントなどの角度を自動で振るので素早く方向の確認ができます。

●対回観測作業で、どの方でも作業の均一化ができます。

●ミラーを追尾する自動追尾、ミラーが探しにくい場合や、ミラーの中心を自動でサーチ
する自動視準などの機能があります。

※トータルステーションのクラスによつて機能がかわります。辞しくは弊社スタッフまで

自動追尾型パワーステーション

PSシリーズ
■主な機能は ?
い室動追尾メ自動!視拳′自動痙回
旦貞動対回(フルオート/セミオート)
兒ノンプリズ4測理最大110@0中
9ヂータ入出力、U§ロメモリ対応
雪表示画面カラータッ手パネル採用
雪旦!里 eとoetth無像機能猶戦(タラ八1)
+リガー等生採用(本体横)
雪別速 オ゙プションにて騒シマシ観測

自動視集型ダイレタトエイ墨ングステーション

DS移リーズ
■主な機能は ?

・自動視率/自動羹回(追尾盤健無し
''自動対回(参ルオ宇トノセミオと卜)

!プシプリズム測理最大1,OOOm
Q〒華夕入豊力t∪ SEメモリ対応
・表示画面カラ要タッチパネル採用
9団里etegth無録機能措戦(タラス1)
・トリガ幸キー採用(本体懐)
・Bll逢、オプションにてセミワンマン観測

O AHb吟れ世勝・中 (有)南部 測 量 機  TEL:992“ 3115
住  所:糸清市西崎町4-17-23   URL:http://nanbusok.com
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ソフトウェア開発及びパッケージ販売、導入コンサルタント、
保守サービスは豊富な実績を持つ当社にお任せ下さい。

ジネヌ・7〕〕ズ

OA関連事業
・複写機販売・保守サービス

・コンピュータ機器販売・保守サービス

・土地家屋調査士向けシステム
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フィールドデザインで日本の未来を創る
測量計算CADシステム「BLUETREND XA」

翌 □ 1叫

用地境界測量を強カサポート!

現場の情報がそのまま成果に直結 !

‐ χy■G離
現場端末ンステム〔サイクロツI

里‖。け

呪地での確認メモ記録、写真撮影、観測まで l台 でまとめて行え、

デジタルデータでの情報収集が成果作成を強力にサホートします。

呪 場 と事 務 所 を クラ ウ ドを通 して リア ,レタイ ム にデ ー タ連 携 ! 福井コンピュータが提供するクラウドサービスIC MPHONY】 を通して

【BLUETREND XA 2014】 では、用地境界測量業務で必要となる

調査用図面を作成し、tXYCLONE 2014】 では、境界観測や現状情報の

収集をより便不咄こより簡単に行うことができます。例場と事務所の間は

リアルタイムなデータ連携も可白〕こなります。現場の情報がそのまま

成果に直結し、手間もミスも大幅にカットでき業務効率が向上します。

日LL」 ETttEΠ□
サ

μ /44 Wiナ iI

浜J里計算CADシステム〔プルートレンドエクザ〕

転写連続図など調査用図面作成、境界観測結果 (XYCLONE
データ)から地番登録が簡単に素早くできます。

日LttETR巨

福丼コンh― 伊株式会社
本社/〒 910029フ 福丼県坂丼市丸岡田」磯部福庄5-6

0製品の詳しい情報、カタログのこ請求は

福井コンピユータ

www.fukui80mpu.co.Jp
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筆界特定登記官の実務に関するプロセス・留意点がわかる !

筆界特定事例集2
東京法務局不動産登記部門地図整備・筆界特定室 編著 2014年 2月刊B5判 340頁 定価3.672円→特価3,300円

0「申請人及び関係人の主張及び根拠～筆界の検討～結論」に至る実務の流れを紹介。
0第 2巻では、複雑な事案が増えている現状に対応するための新たな15事例を収録。

制度運用開始から5年間に蓄積された厳選24事例を収録 !

筆界特定事例集
東京法務局不動産登記部門地図整備・筆界特定室 編著 2010年 11月刊B畔」284頁 定価3024円→特価2,720円

【特別価格・送料無料】実務参考図書のこ案内

登記官や実務家に信頼され続ける解説書 !

新版

新井克美

精解設例 不動産登記添付情報 l■巻・下巻)
・後藤浩平 編著  (上巷)2007年 11月 刊 A5半」上裂箱入 800頁 定価8208円→特価7,390円

(下巻)2008年 3月刊 A5判上製箱入 732頁 定価フ668円→特価6,900円

0複雑で多種多様な添付情報を網羅し、添付の要否とその理由等について解説。
0事務処理を進める上で疑問を抱きやすい具体的事例を掲げ、書式や先例・判例を交えながら
一間一答形式で解説。

「重要な51間のQ&Aと44の記載例」を収録

Q&A都 市再開発の登記実務と記載例
細田進・島野哲郎 著 2013年 11月刊A5半U324頁 定価3,240円→特価2,920円

0都市再開発事業、市街地再開発事業の基礎を34問のQ&Aで丁寧に解説。
● 申請情報、添付情報を中心に登記実務を17問のQ&Aで具体的に解説。
●記載例に作成上の注意点を併記。

備えておく

台 FAX注文書 田 03‐3953‐20611

べき情報を網羅 1189間のQ&Aと 54事例を収録

全訂第二版 相続における戸籍の見方と登記手続
高妻新・荒木文明 著 2011年 5月刊A5判上裂箱入 1,764頁 定価15,876円→特価14,290円

0相続適格者認定上必須の戸籍の見方を、ひな形、図表とともにα&A方式でわかりやすく解説。
● 相続登記について、様々な事例ごとに、申請書等のひな形を示 してわかりやすく解説。

価格は80/。の消費税込で表示しております。)

FAXの送信間違いには、十分こ注意ください。※商品のお届け方法は郵送となります。

※こ記入いただいた個人情報は、こ注文いただいた商品の発送、お支払い確認などの連絡および弊社からの各種こ案内lT」行物のDM・アンケート調査
など)以外の目的には利用いたしません。

床別除出版
〒1718516東 京都豊島区南長崎3丁目16番 6号
営二指吉5 TEL(03)3953-5642 FAX(03)3953-2061 http://www kajo.co jp/
営業時間 :月 ～金 (祝日は除く)9:00～ 17:00

吾  名 特価 (税込う 部 叡 書  名 部  数

筆界特定事例集2 ４。５３暴
3,300円 冊

新版 涌解設例
不動産登

=こ
添付情報年着)

40149
精添下 6,900円 冊

筆界特定事例集     1銑 督 2,720円 冊

QSA
都市百田発の雪記事藩と言Fttm

40531
再開発 2,920円 冊

不動産登記添付情報 (上巻)阻 霊 7,390円 冊

全訂第=版 相続 :こおける
戸籍の見方と豊記手続 相戸 14,290円 冊

フ リ ガ ナ

お 名 前

こ 住 所

一Ｔ

E‐ mall:

TEL: FAX:



日本土地家屋調査士会連合会共済会取扱

数々の危険からあなたをお守りしたい

桐栄サービスの願いです

職業賠償責任保険

団体所得補償保険

団体傷害疾病保険

会員または補助者が業務遂行にあたり法
律上の賠償責任を負い、損害賠償金を支
払わなくてはならないときに役立ちます。

保険期間中に病気Dケガによつて就業不
能となつた場合、1か月につき補償額をお
支払いする制度です。(最長1年間)

保険期間中、国内外を問わず
1)日常の生活におけるさまざまな事故
によるケガを補償します。
2)病気による入院を日帰り入院より補償
します。

会員が所有し管理する測量機器について

萎蒙琴痛腐己彗 ず
保ヽ管中等の偶然の

会員皆様の自動車はもとより補助者の方
のマイカーも加入できます。

測量機器総合保険

集団扱自動車保険

損害保険代理店 有限会社桐栄サービス
〒101-0061 東京都千代田区三崎町1-2-10土地家屋調査士会館6階

TEL:03-5282-5166    FAX:03-5282-5167

上記のものは各種保険の概要をご説明したものですD詳細は弊社までお問合わせをお願い致します。



フェリーとがしきから撮影した「渡嘉敷青年の家」へ向つう 3つの橋
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